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（憲　頭　言〉

　吟年度の珍害ヰンネケ彗星it既に往ってアつた・去る三月の始め・北来のグンtt“　・一

教授に爽見されて以來，七．月中旬ごろ碧天の鳳鳳座に弔え去るまでの前後5ケ月足ら

すの間，我が國に言ふに及ばす，世界な暴げて，學俗一般の異常なる興昧な集め，暫

らζ　tt，ツユネーゲ市の軍縮會議潜も忘れて，入が微罪め天空旭見張つ7こ一事ロ、亭

素余りに人間臭い蔵主の空馬か，涼風一過，心地好く掃ひ去ったかの感がある．此の

如執i麓どき「天丈の功徳即して吾人が常に爾へる理由の一例である・

　ヰンネケ彗星の學辛労測も可なり善く行ばれ九尤も・今に未だ外船の魏測結果を

手にする晧機に建しないけれご，少なくSも我が國に於いて臨奉天ep札幌に出張し
索観測者の成績ば言ふも更なり，京都や東京其の他に於いても，雨期に雨の少なかり

六僥倖准利用して，豫期以上の美事な記鍮が作られナここSば慶賀に堪へない・槻測の

結果取り敢へす，（1）彗星の光輝が大きかつカこt，（2）明らか【；尾が認められ，日の追

むビ井に其れが複維な憂悶登蓬秘見ぜナここE，（3）星の頭部の物理構造が明白にぜられ

ブこ：S・（4）意外にも鏡こい申心核の位置醗測によって太陽覗差決定の珍らしい材料が

獲られカこt，（の彗星の就道要素力ざ極めて確隻～に定められ六こも（6）彗星の充琿が太

．陽や地球ミの距離S如何に關係するかが明らかになったこS，（℃彗生E關蓮する流星

群中に可なりの大流星が認められ7ここt，（8）奉天に於いて稀有の一大流星が眼覗的に

も篇眞蜘二も完全に聴診されすここ宅一陽の入貼堰特筆するこミが出來ゐ・

　しかし，今にして顧へば残念なこSも無いでにない・即ち前掲の（4）d多分諸外國
の天文嘉に於いて特に優秀な耳父獲が得られ糞らしいのであって，我が國の槻懸者等が

既の黙に充分活動するこごが出御なかつtlのぼ，費用不足の7：め，雨の無い韻語ビ北

海滋ミに大爲眞櫻亡大磯聯隊ビ潜観るこtが不可能であっプこに由ろ・實に千載の恨み

である・

　趾の星の擾會に，我が脳内に於けろ天文蜜や望蓮鏡の地理的分布が如何に大切なも

のであるかが示されナこのば，學の將來のすこめの好資料である・之れに艦みて，將來ば

盆々，望蓮鏡な「東京ge京都に集中するjこ定た避け，膏に全國に多多な『天丈網！潜張

るのみならす，飴裕あれば進んで支那・Pブラジルにも男張所為設けるこぜか理想ビし
なしコ「れ，ill”ならなu、．


